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創 立
資 本 金
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81億518万円（2020年3月31日現在）
建築設備事業、プラント設備事業、不動産事業
連結  2,501名　個別  1,992名

（2020年3月31日現在）
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2020年4月1日付で代表取締役社長に就任いたしました石田博一で

ございます。当社グループ事業の持続的な成長・発展に向けて全力を

尽くし、経営の舵取りに邁進してまいりますので、ご指導ご鞭撻のほど

よろしくお願い申し上げます。

新たな3ヵ年中期経営計画 “Century 2025” Phase2 をスタートした

2020年3月期は、これまでに引き続き原価管理を徹底しつつ、現場

サポート体制の強化により作業効率を高めたことで、高い利益水準を維持

し、営業利益・経常利益ともに前期を上回る結果となりました。

新型コロナウイルス感染症の拡大による当社グループ事業への影響は、

当期業績には大きく表れませんでしたが、状況が日々変化しておりますの

で、引き続き情報収集を実施し、人命最優先としつつ、経営への影響を

最小限にすべく取り組んでまいります。

私たちはこの環境変化を乗り越え、「総合エンジニアリング企業」と

して快適環境を創造し、人々の生活と産業の発展を支えることで、さら

なる社会貢献を果たしてまいります。

2020年6月

技術と英知を磨き、顧客満足の向上に努める
コミュニケーションを重視し、相互に尊重する
社会の一員であることを意識し、行動する

ごあいさつ

石田 博一
代表取締役社長

エンジニアリングをつうじて
快適環境を創造し

広く社会の発展に貢献する

事業活動による
価値創造

三機工業グループコンプライアンス宣言
三機工業グループ行動規範・行動指針

三機工業グループ
経営理念

三機スタンダード

「三機スタンダード」

NGO/NPO
市民団体 パートナー

  政府・
行政機関

お取引先
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トップメッセージ      Top Message

受注高 売上高 経常利益 1株当たり純資産額 1株当たり当期純利益親会社株主に帰属する当期純利益

183,270

2016年
3月期

185,880

2017年
3月期

191,113

2018年
3月期

217,096

2019年
3月期

194,018

2020年
3月期

単位：百万円

178,901

2016年
3月期

168,512

2017年
3月期

170,157

2018年
3月期

212,314

2019年
3月期

207,684

2020年
3月期

単位：百万円

8,135

2016年
3月期

6,880

2017年
3月期

7,434

2018年
3月期

11,204

2019年
3月期

11,224

2020年
3月期

単位：百万円

5,327

2016年
3月期

4,698

2017年
3月期

3,906

2018年
3月期

9,046

2019年
3月期

7,576

2020年
3月期

単位：百万円

1,328.60

2016年
3月期

1,350.08

2017年
3月期

1,419.77

2018年
3月期

1,502.53

2019年
3月期

1,510.59

2020年
3月期

単位：円

83.84

2016年
3月期

73.91

2017年
3月期

63.02

2018年
3月期

150.02

2019年
3月期

128.51

2020年
3月期

単位：円

当期の営業状況を事業ごとに振り返ると、建築
設備事業は、ビル空調衛生、電気設備、ファシリ
ティシステムの各分野において堅調に推移したも
のの、前期において大型案件を受注した産業空調
分野は、その反動を受ける形となりました。結果
として、建築設備事業全体の受注高は前期比
13.6％減、売上高は同4.3％減となりました。
プラント設備事業のうち機械システム事業は、

受注高が前期比14.1％減、売上高は同5.3％減と
なりました。一方、環境システム事業は、廃棄物
処理施設の大型案件を受注したことなどから、受
注高は同11.7％増、売上高は同13.6％増となり
ました。
以上により連結業績は、受注高は1,940億1千8

百万円（前期比10.6％減）、売上高全体は2,076億
8千4百万円（同2.2％減）となりました。一方で

利益面においては、従来から注力している現場
サポート体制の拡充による作業効率の向上や原価
管理の徹底、協力会社との関係強化などの効果が
表れ、売上総利益321億1千万円（同1.3％増）、
営業利益106億7千4百万円（同0.3％増）、経常利
益112億2千4百万円（同0.2％増）、親会社株主に
帰属する当期純利益75億7千6百万円（同16.2％
減）となり、減収にもかかわらず高い水準を確保
しました。
これにより、“Century 2 0 2 5” Phase2  の

2019年度計画値（売上高2,000億円 売上総利益
300億円 売上総利益率15.0% 経常利益90億円 
経常利益率4.5%）を全て達成しました。
なお、当期における新型コロナウイルス感染

症の拡大による業績への影響は軽微にとどまり
ました。
 

当期の国内建設投資は、人手不足を背景とする省力化
対応や研究開発関連などの投資を中心に、期前半まで堅
調に推移していましたが、企業収益の悪化を受け、期後
半からは減退傾向を示しました。
そうしたなかで当社グループは、3ヵ年中期経営計画 

“Century 2025” Phase2 を始動し、引き続き「質」を
追求しつつ、さらに「信頼」を高めていく取り組みを開
始しました。2019年9月には、機械システム事業の主力
生産拠点として神奈川県大和市に建設を進めていた「大
和プロダクトセンター」が本格稼働し、品質・生産性・
開発能力の強化に向けた体制を整えました。

石田 博一代表取締役社長
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当期（2020年3月期）の
営業状況と結果を総括願います。

Q
受注高・売上高は前期比で減少。
一方で利益面は高い水準を維持しました。

A



3ヵ年中期経営計画  “Century 2025” Phase2 

は、前計画Phase1を通じて取り組んできた「質」
の向上を継続しつつ、新たに“「信頼」を高める”
をテーマに掲げ、10年間にわたる長期ビジョン
（2017年3月期～2026年3月期）の第2段階とし
て推進するものです。

“Century 2025” Phase2  の初年度となった
当期は、下表のとおり目標値を上回る成果を
上げ、各重点施策も着実に進展させることができ
たと捉えています。
「コア事業の強化」では、建築設備事業におい
て受注前・施工前の業務プロセスを適正化し、

ワークシェアリングなど次世代型現場管理体制の
運用を進めたことなどが業績を下支えしました。
ファシリティシステム事業では、コンサルティング
の専門組織を設置し、新サービスを展開するとと
もに、BCPやセキュリティ、中央監視関連など
の工事部門を成長させています。
「成長戦略の推進」では、機械システム事業の主
力生産拠点となる「大和プロダクトセンター」が
本格稼働し、2017年3月期から実施してきた「STeP
（Sanki Techno Park）計画」による開発・生産体
制の整備が完了しました。今後この新工場を核に、
ロボットと搬送設備を組み合わせたハイブリッド
システムなど、次世代技術の開発を促進していき
ます。一方、環境システム事業では、公共施設の
DBO案件の受注活動や省エネルギー・創エネル
ギー事業の拡大に取り組み、環境系社会インフラ
の担い手として事業領域を拡げています。

2021年3月期の連結業績は、受注高1,900億円、
売上高2,000億円、営業利益90億円、経常利益
95億円、親会社株主に帰属する当期純利益65億
円を見込んでいます。以上の予想数値は、現時点
で新型コロナウイルス感染症の拡大による影響を
検討した結果を織り込んでいますが、今後、事業への
影響がさらに拡大し、長期化した場合は、業績に
影響を及ぼす可能性があります。
当社グループは、従業員並びに関係者の皆さ

まの健康・安全を第一に考え、事業への影響を
最小限にすべく感染拡大防止に取り組んでまい
ります。

昨今の社会情勢と当社グループの業績に与える
影響を慎重に見極めつつ配当金額を検討してまいり
ましたが、このような状況下においても予想値以上
の利益を計上して創立95周年を迎えることができた
ことも踏まえ、株主の皆さまへの還元を通じて経済
回復と活性化に貢献したいと考えております。
当期の期末配当は、1株当たり35円の普通配当に

特別配当同25円を加え、同60円とさせていただき
ました。これにより年間配当額は、中間配当同35円
と合わせて同95円（前期比35円増配）となりました。
株主の皆さまにおかれましては、今後とも永きに

わたるご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

20 20

20

25

70
4010 15

トップメッセージ      Top Message

1株当たり配当金の推移

Phase1 Phase2

中期経営計画の進捗について
教えてください。

Q
計画初年度は各重点施策が着実に進展しました。

「信頼」による成長基盤の構築に引き続き取り組んで
まいります。

A

Q 2021年3月期の見通しについて
教えてください。

新型コロナウイルス感染症による
事業への影響を織り込み、Phase2の目標値の
達成を目指します。

A

Q 株主の皆さまへの
メッセージをお願いします。

特別配当25円を上乗せし、
当期の年間配当額は95円としました。

A

単位：円

■普通配当   ■特別配当
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Phase2（2019〜2021年度）目標値

2019年度
目標

2019年度
実績

2020年度
目標

2021年度
目標

売上高 2,000億円 2,076億円 2,000億円

売上総利益
（率）

300億円
（15.0%）

321億円
（15.5%）

310億円
（15.5%）

320億円
（16.0%）

経常利益
（率）

90億円
（4.5%）

112億円
（5.4%）

95億円
（4.8%）

100億円
（5.0%）

Phase2（2019〜2021年度）
経営目標

2019年度
実績

経常利益率 5.0%以上（最終年度） 5.4%

配 当 1株当たり年間配当金
60円以上

年間配当金
95円

自己株式取得 500万株程度（3年間） 約195万株

総還元性向 70%以上 111.4％

ROE 8.0%以上（最終年度） 8.6%



施工事例紹介特集 SANKI Construction Case Study
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機能性を高め、生産状況の変化に対応可能な環境の構築

日本食研 シェーンブルン宮殿工場
歴史的建造物を改修し、安全性や機能性を向上

国立代々木競技場

写真提供：独立行政法人日本スポーツ振興センター

▲シェーンブルン宮殿工場外観 ▲3、4階空調設備

1964年竣工の国立代々木競技場では、55年以
上にわたり、数多くのイベントが開催されてきま
した。建物全体の耐震性や施設・設備の老朽化に
伴い、2018年1月より、耐震補強やバリアフリー
化などを実現する、大規模な改修工事が行われて
います。
当社は、新築時の第一・第二体育館の空調・ 
衛生設備を施工し、今回の改修工事では空調・
衛生・電気設備の施工を担当。歴史的な建造物で

ある同競技場の意匠性に配慮したうえで、安全性
と機能性を向上し、安全かつ安心して利用できる
環境を構築しています。
第一体育館は、ケーブルで屋根を支える「吊り
屋根方式」のため天井裏がなく、床から越屋根ま
で吹き抜けた大空間になっているため、床から
30ｍほどの高さまで総足場を組み、機材の納入
と排気ダクトや排気ファン、照明設備の更新工事
を行いました。

▲第一体育館外観 ▲第一体育館内観

四国支店 建築設備技術部

實成 優真

施工担当者

東京支社 空調衛生技術3部

井戸川 直矢

施工担当者

日本食研ホールディングス株式会社のシェーン
ブルン宮殿工場（愛媛県今治市）は、地上6階、
延床面積42,049㎡の食品工場で、食の新たな
価値創造の開発・生産を生み出す拠点となる工場
を目指して建設されました。
同工場は、たれ・ソースといった液体ブレンド
調味料や、カレー・鍋スープといったレトルト食品
などを製造するだけでなく、新たなランドマークと
しての機能も併せ持ちます。
当社は付属棟を含めた同工場の空調設備の
施工を担当し、食品工場としての機能性を高め、

生産状況の変化に対応可能な環境を築きました。
例えば、食品工場の特性を考慮し、製造を止め
ずに人が入ってメンテナンスができるよう、天井内
に設置した設備の周りに通路を作るなど、通常と
は異なる広い作業スペースを設けています。
また、機械室内の設備レイアウトについても
将来の機器増設など生産状況に応じたフレキシブル
な対応ができるよう工夫しました。
当社はこれからもお客さまと信頼関係を築き、
質の高い施工を行ってまいります。
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2019 2020

2019.7

７月から８月末にかけて、経営陣による夏期特別合同安全衛
生パトロールを全国的に実施しました。2019年度の全社スロー
ガンである「安全作業で信頼高めみんなで創ろう！新時代『まず
確認 ！ 最優先は安全
衛生』」に基づき、現
場担当者・協力会
社・三機工業グルー
プの三者が心を一つ
にして安全衛生活動
に取り組む「三位一
体」を推進し、災害
ゼロを目指しました。

夏期特別合同安全衛生パトロールを実施

2020.3

当社と取引のある資本金4,000万円未満の協力会社に対する
支払条件を、全て現金払いに変更しました。今回の支払条件の
変更は、長期ビジョン“Century2025” Phase2の財務・資本政
策「ステークホルダーへの還元」
の一環であり、自己資金の有効
活用となるものです。協力会社
にとっては資金繰りの改善等の効
果が期待でき、当社にとって重
要なステークホルダーである協
力会社の経営安定化をサポート
し、一体となって持続的な成長を
目指します。

協力会社への支払条件を現金払いに変更

2019.8

８月２３日～２４日の２日間、東京ビッグサイトで開催された「日経
ＩＲ・個人投資家フェア２０１９」では、延べ１２００人もの来場者が
当社ブースに訪れ、大盛況となりました。来場者からは当社の
事業内容、業績や配
当等に関するさまざま
な質問のほか、激励
のお言葉もいただき、
株主・個人投資家の
皆さまと直接コミュニ
ケーションをとること
ができる貴重な場と
なりました。

日経IR・個人投資家フェア2019に出展

2019.11

当社は、日本総合研究所が独自基準に基づき評価し、三井
住友銀行がこれに応じて行う「ESG／SDGs評価融資」において、
「優れたESGおよびSDGs
達成に向けた取り組みと
情報開示」を実施していると
して、７段階評価中、上から
２番目の「AA」をいただき、
三機テクノセンターにて実
行証授与式が執り行われま
した。

「ESG／SDGs 評価融資」でAA評価取得

2019.9

中期経営計画の中核となる、保有不動産を対象とする再開発計画「STeP（Sanki 
Techno Park）計画」の一環として、「大和プロダクトセンター」を構築し、9月よ
り本格稼働を開始しました。
機械システム事業の発展に向けた戦略拠点となる新工場として、神奈川県大和市

の製造工場を建て替える形で誕生しました。
大和プロダクトセンターを活用し、「コンパクトでフレキシブルな生産性の高い搬

送機器の生産拠点」、「新生産システムを核とした生産効率化の実現」、「環境負荷を
低減した快適な作業環境の実現」を目指していきます。
また、新しいシステムの導入や労働環境の改善などを行うことで、これまで培って

きた技術の承継とともに、さらなる生産性の向上を実現していきます。

搬送機器の主力生産拠点
大和プロダクトセンター本格稼働

大和プロダクトセンター概要
所在地 
構造 
階数 
延床面積 

： 神奈川県大和市中央林間7-12-1
： S造
： 地上2階
 ： 7,611㎡

2020.2

２月５日、三機テクノセンターにて「第４回三機レディ座談会」を開催しました。この取り組みは、長期
ビジョン“Century 2025”がスタートした２０１６年度から実施しており、今回で4回目となります。当社
は、経営理念「三機スタンダード」においてコミュニケーションの重視を掲げており、これまでにさまざ
まな対話型コミュニケーション企画「ＣＣＵ(Century Communication Up)」を実施し、社内推進を図っ
ています。
今回は当社グループの女性従業員を対象に、女性従業員同士がお互いに相談しあえるネットワークづ

くりの支援を目的に「女性ＣＣＵ」として開催し、全国から技術職、事務職合わせて３８名が参加しました。
外部講師による「キャリアプラン」をテーマにワークショップを行い、自身の過去・現在を見つめ、「こ

れまでのスキルの洗い出し」や「自身の価値観をあらためて知ること」のほか、「将来に向けて今できる
こと」を具体的に考え、個人の考えや体験などをグループで共有するなど、「自分」と「キャリアプラン」
について理解を深めました。

「第４回三機レディ座談会」を開催



写真提供：特定非営利活動法人大和シルフィード・スポーツクラブ

写真提供：公益財団法人日本ハンドボール協会

写真提供：長田耕治さん11 12

Rugby  7'sAustralia  2018」では、日本代表チーム
の監督に就任。当社は、特定非営利活動法人日本聴覚
障がい者ラグビーフットボール連盟を通して、代表
チームの活躍を応援しました。結果は堂々の4位と、
大きな成果を残しています。
同連盟は、未就学児から社会人に至る方々を対象に
した講演会やタグラグビー※教室なども開催しており、
当社はその活動にも協賛しています。

三機テクノセンターの所在地でもある神奈川県大和市
に拠点を置く女子サッカーチーム、大和シルフィードに
対しても、ユニフォームスポンサーとして支援していま
す。同チームは「スポーツを通して、地域を元気にする」
ことを目標に活動。19年に刷新されたユニフォームを
身にまとい選手がさっそうと走る姿は、まさしくチーム
名と同じ風の妖精（シルフィード）そのものです。
同チームは、元々中学生チームとして1998年に発足

しましたが、2014年に一般チームとして設立。15年か
ら参戦してきたチャレンジリーグでは18年にみごと優
勝し、19年から、なでしこリーグ２部に昇格しました。
さらなる地域の活性化を図るため、なでしこリーグ
1部への昇格を目指す大和シルフィードの活躍にますま
す期待が高まっています。

これから期待が高まるスポーツへの支援として、当
社は公益財団法人日本ハンドボール協会にも協賛して
います。
同協会は、1991年にアジア選手権、94年にアジア
大会をともに広島県で開催し、97年には熊本県で男子
世界選手権を開催するなど、世界ハンドボール界の発
展にも寄与しています。さらに、2019年11月30日～
12月15日には熊本県で女子世界選手権が開催され、
国内におけるハンドボールへの関心が高まっています。
これからも当社は、社会の発展に寄与するよき企業
市民として、スポーツ支援を通じた社会貢献活動を、
積極的に行ってまいります。

デフラグビーは、失聴や難聴といった聴覚障がいを
持つ方が行うラグビーのことをいいます。日本国内で
は1944年に誕生し、現在では国際舞台でも選手が活躍

しています。
当社関西支社に勤務する落合孝幸は、国内における
同ラグビーの創設に携わり、日本代表の主将などを務
めてきました。2018年4月にオーストラリアで開催さ
れた、デフラグビー７人制世界大会「World  Deaf 

多様性を認め合う活動を支援

地域社会の発展に寄与

注目スポーツへの支援

スポーツ支援を通じた三機工業の社会貢献活動
よき企業市民として社会の発展に寄与するため、当社はさまざまな社会貢献活動を行っています。
聴覚障がい者（d

デフ
eaf）ラグビーやサッカー、ハンドボールといった、スポーツに対する支援活動

も展開しており、その取り組みを紹介いたします。

※タックルなど体への接触（コンタクト）はなく、腰につけた
　リボンを取り合いながらトライを目指すラグビー

写真提供：公益財団法人日本ハンドボール協会写真提供：公益財団法人日本ハンドボール協会



連結貸借対照表の概要
発行可能株式総数
発行済株式総数
株主数

192,945,000株
60,661,156株

4,216名

株式の状況（2020年3月31日現在）

所有者別株式分布状況（2020年3月31日現在）

株主メモ
事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月下旬
株主確定基準日 （1）定時株主総会　3月31日

（2）期 末 配 当 金 　3月31日
（3）中 間 配 当 金 　9月30日
その他必要あるときは、あらかじめ公告して基準日
を定めております。

公告掲載方法 電子公告の方法により行います。ただし、やむを得
ない事由により電子公告をすることができない場合
は、東京都において発行する日本経済新聞に掲載い
たします。

（当社ホームページ https://www.sanki.co.jp/
に掲載します。）

単元株式数 100株

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先

（電話照会先）

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店および
全国各支店（コンサルティングオフィス・コンサルプ
ラザを除く）で行っております。

住所変更、単元未満株式の買取・買増等の
お申出先について

株主さまの口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました
株主さまは、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀
行株式会社にお申出ください。

（注）   当社は自己株式3,026千株を保有しておりますが、上記大株主からは除いております。
また、持株比率は自己株式を除いて計算しております。

大株主（2020年3月31日現在）

株 主 名 持株数（千株） 持株比率（%）

明治安田生命保険相互会社 5,700 9.89
大樹生命保険株式会社 3,724 6.46
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,365 5.84
日本生命保険相互会社 3,038 5.27
三機共栄会 2,796 4.85
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,442 4.24
ステートストリートバンクアンドトラスト
カンパニー 505001 1,367 2.37

三機工業従業員持株会 1,228 2.13
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 975 1.69
デイエフエイインターナショナルスモール
キャップバリューポートフォリオ 965 1.67

●証券会社 28名
　1,086千株
　（1.79%）

●その他法人 124名
　3,743千株
　（6.17%）

●金融機関 36名
　25,294千株
　（41.70%）

●自己株式 1名
　3,026千株
　（4.99%）

●外国法人等 200名
　17,073千株
　（28.15%）

●個人その他 3,827名
　10,436千株
　（17.20%）
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株式データ      Stock Information連結財務データ      Consolidated Financial Data
より詳しいIR情報はこちら

https://www.sanki.co.jp/
三機工業 検索検 索

単位：百万円

単位：百万円キャッシュ・フローの状況
科　目 前 期

（2018年4月1日から2019年3月31日まで）
当 期

（2019年4月1日から2020年3月31日まで）

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,786 11,940

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,775 △303

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,215 △8,955

現金及び現金同等物の期末残高 42,612 45,946

科　目 前期末
（2019年3月31日現在）

当期末
（2020年3月31日現在）

流動資産 141,342 130,765

固定資産 53,979 50,040

資産合計 195,321 180,805

流動負債 91,317 79,705

固定負債 14,232 13,735

負債合計 105,549 93,440

純資産合計 89,772 87,364

負債純資産合計 195,321 180,805


